
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管設計施工基準 
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１．使用資材 

 使用するＧＸ形ダクタイル鋳鉄管は、日本ダクタイル鉄管協会規格（JDPA G 1049）とし、

（別表１）ＧＸ形配管材料表によるものとする。 

 また、直管の諸元については下記による。 

 

  ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管仕様諸元 

諸元 規格 

採用管径 径 75mm から 400mm まで 

管種 1 種管、S種管 

内面処理 直管 エポキシ樹脂粉体塗装 

異形管 エポキシ樹脂粉体塗装 

 

２．設計要領 

 （１）配管設計において、本書に明記されていない事柄は、日本ダクタイル鉄管協会発行 

  の「ＧＸ形ダクタイル鉄管管路の設計」（Ｔ－５７）によるものとする。 

 （２）一体化長さ（拘束長）はＮＳ形と同様とする。 

 （３）切管挿し口は、挿し口リング加工を基本とし、既設管切り口等については、切管ユ

ニット（G-Link）を使用するものとする。 

 （４）既設管との連絡箇所となる新設管終端部には、次工事の施工性を考慮して溝切加工

を施すこととする。 

 

 挿し口加工対応表 

 
φ75mm～φ200mm φ300mm φ400mm 

新設切管 挿し口リング加工 挿し口リング加工 挿し口リング加工 

既設管 

（ＮＳ用溝切） 
G-link 挿し口リング加工 挿し口リング加工 

既設管 

（ＧＸ用溝切） 
挿し口リング加工 挿し口リング加工 挿し口リング加工 

既設管 

（溝切無） 
G-link G-link 

挿し口リング加工 

（溝切坑内施工） 

（注）φ300mm、400mm は、溝切位置がＮＳ形ダクタイル鋳鉄管と同様であり、挿し口リン

グの形状も同様であるため、接合可能。ただし、異形管同士の接合は出来ない。φ400mm は、

G-Link が無いため、挿し口リング加工を行う。 

 

管径 

挿口種別 



３．設計図及び完成図作成要領 

 （１）作図上の表示 

   管種別略称 ： ＧＸ形１種・Ｓ種管 

 （２）記号及び寸法 

   記号及び各器材の有効長については、（別表１）ＧＸ形配管材料表によるものとする。 

   〇継手記号（配管詳細図用） 

 

 

 

 

 

   〇異形管記号（配管詳細図用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．施工要領 

 （１）配管技能者 

  ＧＸ形の配管・接合等は、次に掲げる配水管技能者が行うものとする。 

   ①千葉県企業局等の配管技能者名簿にＮＳ形管の技能者として登録されている者 

   ②（社）日本水道協会の配水管技能者名簿に耐震型で登録されている者 

   ③日本ダクタイル鉄管協会の耐震型継手の講習を受講し、受講者証を所有する者 

 

 （２）接合方法及び管理基準については、日本ダクタイル鉄管協会発行の「ＧＸ形ダクタ

イル鋳鉄管接合要領書」（ＪＤＰＡ Ｗ １６）によるものとする。 

 

 （３）ポリエチレンスリーブによって全線被覆するものとし、粉体塗装管の表示文字が上

方に位置するよう被覆すること。 

 

 （４）給水管取出しにおいて、管を窄孔する場合は、粉体塗装に対応するため、先端角が

９０°～１００°のドリルを使用すること。 

 



 （５）既設管との接続方法 

  原則として、以下の各号に掲げる配管を参考にすること。 

   



 

 

 

 

 



 

（別表１）ＧＸ形配管材料表 



 

 

 

 


